
資源エネ庁ＨＰより 　　　　　太陽光発電

調達区分
10kW以上

（全量販売）
10kW未満

（余剰販売）

建設費 32.5万円/kW 46.6万円/kW
年運転維持費 1万円/kW 0.47万円/kW

利回り 税前６％ 税前３．２％
価格 42円/kW時 42円/kW時

調達期間 20年 10年
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太
陽
光
（
ソ
ー
ラ
ー
）
発

電
設
備
へ
の
佐
倉
市
の
補
助

金
は
、
kw
当
た
り
２
万
円
で

あ
り
、
国
の
補
助
約
３
万
円

を
加
え
る
と
kw
当
た
り
合
計

５
万
円
と
な
る
。

９
月
３
日
の
佐
倉
市
の
補

助
金
受
付
に
は
、
長
蛇
の
列

が
で
き
、
補
助
予
算
７
０
０

万
円
の
受
付
は
10
月
9
日
で

終
了
と
な
っ
た
。
こ
の
７
０

０
万
円
は
全
額
千
葉
県
か
ら

の
補
助
金
で
あ
る
。
昨
年
度

は
県
の
補
助
金
を
佐
倉
市
は

申
請
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

今
年
度
は
申
請
し
た
。

ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
人
気
は

①
原
発
事
故
に
よ
り
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
要
求
が
高

ま
っ
て
い
る
。

②
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

（
kw
時
当
た
り
42
円
）
が
7

月
1
日
か
ら
始
ま
り
、
投
資

意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
。

か
ら
で
あ
ろ
う
。

現
実
は
、
kw
時
当
た
り
42

円
の
固
定
価
格
で
全
量
販
売

す
る
と
、
投
資
利
回
り
は
５

％
程
度
（
地
代
を
除
く
）
と

な
っ
て
い
る
。
即
ち
全
量
販

売
で
は
、
１
０
０
０
万
円
の

投
資
を
す
る
と
、
年
間
１
０

０
万
円
を
発
電
し
、
50
万
円

を
償
却
に
回
す
と
利
益
が
50

万
円
得
ら
れ
る
。
20
年
間
で

償
却
が
完
了
す
る
と
、
20
年

間
で
１
０
０
０
万
円
の
合
計

利
益
と
な
る
。

現
在
、
銀
行
に
預
金
を
し

て
も
ほ
と
ん
ど
利
子
が
つ
か

な
い
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
に

比
べ
る
と
年
５
％
の
利
回
り

は
驚
く
ほ
ど
の
高
利
で
あ
る
。

し
か
も
、
20
年
間
に
わ
た
っ

て
法
が
買
い
取
り
価
格
を
保

証
し
て
い
る
。
（
表
は
買
い

取
り
制
度
）

ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
設
備
費

は
１
Kw
当
た
り
、
40
～
50
万

円
と
言
わ
れ
て
お
り
、
普
通

の
住
宅
用
の
屋
根
で
は
、
４

Kw
前
後
の
も
の
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
１
Kw
の
ソ
ー
ラ
ー

発
電
設
備
で
は
、
年
間
１
０

０
０
Kw
時
の
発
電
が
見
込
め

て
、
単
価
42
円
で
は
、
４
万

２
千
円
と
な
る
。
10
Kw
未
満

の
戸
建
住
宅
用
で
は
、
自
宅

で
使
用
し
た
余
剰
電
力
を
電

力
会
社
に
販
売
す
る
こ
と
に

な
り
、
投
資
利
回
り
は
低
下

す
る
が
、
前
出
の
補
助
金
が

あ
る
。
し
か
し
、
10
年
後
以

降
の
価
格
は
未
定
で
あ
る
。

全
量
販
売
の
場
合
は
、
優

遇
税
制
度
も
充
実
し
て
い
る
。

来
年
度
は
kw
時
当
た
り
35
円

程
度
の
買
い
取
り
価
格
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。
今
は
正
に
、

ソ
ー
ラ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
が
日
本

に
押
し
寄
せ
て
い
る
。

環
境
省
調
査
に
よ
る
と
、

ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
最
大
設
置

可
能
量
は
現
在
利
用
し
て
い

る
電
気
の
25
％
程
度
に
相
当

す
る
。
こ
れ
が
全
部
利
用
さ

れ
る
と
原
発
の
発
電
し
て
い

た
電
気
量
以
上
に
な
る
。

し
か
し
、
電
気
の
利
用
者

は
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
上
乗

せ
電
気
料
金
を
支
払
う
必
要

が
あ
る
。

農
地
を
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に

利
用
し
た
ら
ど
う
な
る
か
？

一
反
（
３
０
０
坪
・
千
㎡
）

で
、
70
kw
程
度
の
設
備
が
可

能
で
あ
り
、
三
千
万
円
程
度

の
設
備
費
を
要
す
る
。
こ
の

発
電
金
額
は
年
間
３
０
０
万

円
程
度
に
な
り
、
半
分
を
償

却
費
と
し
て
、
１
５
０
万
円

程
度
の
収
入
に
な
り
、
こ
れ

が
20
年
間
続
く
こ
と
に
な
る
。

一
反
を
米
作
に
利
用
す
る
と

10
俵
の
収
穫
と
し
て
も
、
15

万
円
程
度
の
粗
収
入
で
あ
る

（
こ
れ
に
は
農
機
具
損
料
、

肥
料
、
農
薬
、
労
賃
等
が
含

ま
れ
る
）
。
こ
の
様
に
、
発

電
事
業
は
破
格
の
収
益
を
も

た
ら
し
、
設
置
の
た
め
の
労

働
需
要
も
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
農
地
の
利
用

は
現
在
、
農
地
法
の
規
制
が

あ
り
無
理
で
あ
る
が
ソ
ー
ラ
ー

発
電
は
土
地
に
対
す
る
概
念

を
変
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

以
上
の
様
な
投
資
環
境
も

あ
っ
て
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
は

急
速
に
伸
び
、
固
定
価
格
の

認
定
設
備
は
７
～
８
月
だ
け

で
１
０
３
万
kW
と
な
っ
た
。

電
力
会
社
の
受
け
入
れ
体

制
に
や
や
問
題
は
あ
る
が
、

風
力
発
電
等
の
伸
び
と
共
に
、

原
発
の
無
く
な
る
日
は
案
外

近
そ
う
で
あ
る
。
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国
会
事
故
調
査
委
員
会
は
、
そ
の

報
告
書
を
６
月
末
に
提
出
し
、
今
回

の
事
故
を
人
災
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
、
過
酷
事
故
（
設

計
外
事
故
＝
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

に
対
し
て
（
特
に
、
原
発
の
全
停
電

に
つ
い
て
）
、
こ
れ
へ
の
対
策
を
東

電
な
ど
は
無
視
し
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
海
外
で
は
全
停
電
へ
の
対
策
が

数
多
く
研
究
さ
れ
て
き
た
。
（
同
報

告
書
概
要
版
４
頁
・
事
故
の
根
源
的

原
因

本
編
は
１
３
６
頁
参
照
）

過
酷
事
故
（
設
計
外
事
故
）
と
は

設
計
時
の
対
策
（
各
種

安
全
装
置
な
ど
）
を
超

え
た
事
故
で
あ
る
が
、

設
計
後
に
対
策
を
立
て
る
べ
き
事
故

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
日
本
で
は
、
安
全
神
話
を
吹
聴

し
、
そ
れ
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た

（
む
し
ろ
積
極
的
に
無
視
し
て
き
た
）
。

よ
っ
て
、
福
島
事
故
は
人
災
で
あ
る

と
結
論
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
東

電
は
想
定
を
超
え
た
事
故
で
あ
る
と

論
理
を
す
り
替
え
、
責
任
を
回
避
し

よ
う
と
し
た
。

こ
の
無
視
し
た
理
由
は
利
益
相
反

（
し
が
ら
み
＝
学
者
、
官
庁
、
電
力

業
界
、
建
設
業
者
の
癒
着
）
が
原
因

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
会
に
調
査
委
員
会

が
出
来
た
の
は
、
明
治
以
来
初
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
自
体
に
驚
い
た
方
も

多
い
と
思
う
。
地
方
自
治
体
も
似
た

よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
先
進
各
国
で

は
、
議
会
の
付
属
機
関
が
常
時
調
査

活
動
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
議
会
の

専
門
性
を
補
い
勧
告
等
を
す
る
形
に

な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
議
会
の
付

属
機
関
と
し
て
、
調
査
活
動
を
す
る

機
関
が
必
要
で
あ
る
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、

「
調
査
委
員
会
」
（
議
会
の
付
属
機

関
）
を
条
例
に
基
づ
き
佐
倉
市
議
会

へ
常
設
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
の
一

つ
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
地
方
自
治
法

で
は
、
議
会
の
付
属
機
関
は
議
会
事

務
局
と
限
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
一
部
自
治
体
で
は
付
属
機
関
を

作
っ
て
活
動
も
し
て
い
る
。
佐
倉
で

も
そ
の
よ
う
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

（
藤
崎
良
次
）
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オンブズマンとは
本来は、直訴人の仲介役です。「行政苦情の解決や

行政の適正運用、人権保護のために行動する人」で

あり、市民の味方になります。

市民オンブズマンは各種の御相談に応じます。

是非、下記連絡先にご相談ください。

会員を募集しておりますので是非ご連絡ください。

2012年１１月 １日 発行：佐倉市民オンブズマン TEL＆FAX043-485-5999
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人
災
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農
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発
電
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？



部 室 等 課 室 等
事 務 執 行 の 課 題 一 覧（各 部 署 か ら提

出 さ れ た 内 容 。一 部 は 抜 粋 ）
佐 倉 市 民 オ ンブズ マ ンか らの コメ

ント

財 政 課

新 財 務 会 計 シ ステ ムへ の移 行 に当 た
り、操 作 方 法 等 職 員へ の周 知 を 今 後
十 分 に行 う必 要がある。

予 算 ・決 算 書 をＨ Ｐ に公 開 した 。今
後 、さ ら に分 かり易い財 政 情 報 を
提 供 して ほしい。

税 務 部
累 積 した 市 税 滞 納 額の早 期 整 理 が課
題 である。

市 民 に理 解 を得 な がら 進 めて 欲 し
い。

会 計 室 基 金 の多 彩 な 運 用 による収 益 増 加 市 民 へ の積 極 的 情 報 公 開を。

議 会 事 務 局 な し
傍 聴 環 境 、図 書 室 の整 備 な ど 課 題
は 多 い。

総 務 部 総 務 部 該 当 資 料な し
職 員 の健 康 管 理 、退 職 金 が高 いな
ど 課 題 は 多 い。

総 務 課 （提 出な し）
職 員 給 与 が国 より高 いな ど 課 題 は
多 い。

情 報 シ ステ
ム （提 出な し） 情 報 高 度 化 に対 す る課 題 は 多 い。

契 約 検 査
室 契 約 検 査 室

県 内 自 治 体 共 同 利 用「ち ば 電 子 調 達
シ ステ ム」を 活 用 し、入 札 の透 明 性 、
競 争 性 等 を 高めて ゆ く。

随 意 契 約 の適 否 につ いて も しっか
りと判 断 して ほしい。一 社 入 札 の改
善 も 必 要。

選 管
選 挙 管 理 委
員 会

選 挙 執 行 経 費 の縮 減 ・開 票 事 務 の迅
速 化

公 職 選 挙 法 違 反 事 項の周 知 な ど
にも 力 を。

監 査 委 員
監 査 委 員 事
務 局

職 員 の資 質 向 上 及 び 監 査 資 料 の充
実

税 金 の無 駄 遣 いの防 止 も 含 め、幅
広 い監 査 を。

資 産 管 理 経
営 室 より積 極 的 な 資 産 の活 用

本 庁 舎 の耐 震 化 は積 極 的 な 情 報
公 開を。

市 民 部
自 治 人 権 課 （提 出な し）

パ ワハ ラ 等 も 含 め人 権 確 保 に努 力
を。

健 康 保 険 課 （提 出な し）
国 保 会 計 の健 全 化、滞 納 者 問 題
な ど 課 題 は 多 い。

防 災 防 犯 課 （提 出な し） 防 災 対 策 には 課 題 が多 い。

市 民 課

外 国 人 住 民 を住 民 基 本 台 帳の適 用
対 象 に加 え る法 の施 行 等 の経 過 観 察
が必 要 。

住 民 の負 担 が増 さ な いように配 慮
を。

福 祉 部
社 会 福 祉 課

「地 域 の自 主 性 及 び 自 立 性 を高 める
改 革 」による市 町 村へ の権 限 移 譲 事

生 活 保 護 等 、市 民 を 守 るた めに力
を 引 き続 き発 揮 して ほしい。

高 齢 者 福 祉
課 同 上

業 務 量 の適 正 配 分 な ど にも 留 意
を。

障 害 福 祉 課 同 上 　　障 害 者 総 合 支 援 法へ の対 応
ユニ バ ー サル 農 業 にも 取 り組 み
を。

健 康 こ ど も
部

子 育 て支 援
課

保 育 園 定 員 数 の増 加、認 可 保 育 園 整
備 、病 児 病 後 児 保 育 の実 施 、制 度 の
見 直 し等 。業 務 量 増 大。 長 期 的 な 視 野 で臨 んでほしい。

児 童 青 少 年
課

Ｈ２５年 度 から 未 熟 児 養 育 医 療 事 業
が市 の業 務 にな る。事 前 準 備 が必 要 。 市 民 へ の広 報をしっ かりと。

健 康 増 進 課 がん検 診 の受 診 率 向 上 ワクチ ン等 の安 全 確 保にも 力 を。
生 涯 スポ ー
ツ 課 な し

スポ ー ツ を 通 じた 市 民 の健 康 維 持
に工 夫を。

産 業 振 興
部 農 政 課

耕 作 放 棄 地 の解 消や 農 業 後 継 者 ・新
規 就 農 者 の支 援 につ いて取 り組 んで
ゆ く必 要がある。

ユニ バ ー サル 農 業 につ いて も 尽 力
を。

産 業 振 興 課

産 業 振 興 ビ ジ ョンにつ いて 、内 容 を見
直 す な ど して 、実 効 性 を 確 保 す るた め
の方 策 を検 討す る。 実 効 性 が重 要

農 業 委 員 会 （提 出な し）
農 業 の環 境 変 化 につ いて 、課 題 は
多 い。

環 境 保 全 課

放 射 性 物 質 対 策 につ いて、除 去 土 壌
等 の仮 置 き場 の確 保、通 学 路 の側 溝
や 民 有 地 な ど の除 染 。

放 射 能 で汚 染 さ れ た場 所 へ の注
意 喚 起 な ど も 。

環 境 部 生 活 環 境 課

地 球 温 暖 化 対 策 につ いて、佐 倉 市 地
球 温 暖 化 防 止 実 行 計 画 を策 定 す る必
要 がある。 太 陽 光 発 電 等 につ いて も 取 組 を。

廃 棄 物 対 策
課 清 掃 組 合 へ の四 街 道 市 の加 入 協 議 同 左 加 入 条 件 につ いて も 公 表 を。

土 木 部 土 木 河 川 課
水 路 （青 道 ）の維 持 管 理（浚 渫 、除 草 、
雑 木 伐 採 、水 路 施 設の改 修 等 ）

堤 防 の有 効 活 用な ど の市 民 の意
見 聴 取も 。

道 路 管 理 課 道 路 の経 年 劣 化に伴 う改 修 事 故 防 止 にも 取 組 を。

下 水 道 課 下 水 道 施 設 の長 寿 命 化 対 策 の推 進 市 民 へ の広 報を十 分 に。

霊 園 室 霊 園 室

（本 昌 寺 関 係 ）　① 墓 地 移 転 の進 捗 の
的 確 な 把 握 　② 墓 地 移 転 補 償 契 約 が
未 契 約 者 である墓 地 使 用 者 へ の対 応
処 理 　（志 津 霊 園 ５か寺 関 係 ）　① 事
業 用 地 （未 買 収 地 ）の取 得 　② 興 聖
寺 、真 徳 寺 、専 福 寺 の各 寺 との協 定
処 理

各 交 渉 経 過 な ど につ いて も市 民 に
よく公 表 を して ほしい。

企 画 政 策
部 、税 務

部 他

都 市 計 画 課
景 観 計 画 策 定 に向 け て 協 議 会 の設 立
を 目 指 した い。 広 い範 囲 から の意 見 聴 取 を。

都 市 部
公 園 緑 地 課

（仮 称 ）佐 倉 西 部 自 然 公 園 計 画 の策
定 、岩 富 緑 地 整 備 計 画 の策 定 勘 案 。 広 い範 囲 から の意 見 聴 取 を。

建 築 指 導 課 住 生 活 基 本 計 画 の策 定 。 各 層 からの意 見 聴 取 を。

開 発 審 査 課

「佐 倉 市 開 発 事 業 の手 続 き～ 条 例 」で
は 近 隣 住 民 等 に十 分 な 説 明 。　南 部
地 域 の「開 発 許 可 の緩 和 」では 関 係
課 との連 携 推 進 。 関 係 住 民 の十 分 な 理 解 を 。

教 育 総 務 課

学 校 施 設 につ いて 、できるだけ 早 い時
期 に耐 震 化 が完 了 す るよう更 な る前
倒 しの検 討 をす る。 ソ フ ト面 の対 策 も 。

学 務 課
少 人 数 学 習 支 援 教 員 を 任 用 ・配 置
し、少 人 数 体 制 の充 実 を図 るこ と。 教 員 の待 遇 にも 配 慮 を。

教 育 委 員
会 指 導 課

特 別 支 援 教 育 支 援 員 、学 校 図 書 館 司
書 、ＡＬＴ，心 の教 育 相 談 員 の増 員 教 員 の待 遇 にも 配 慮 を。

文 化 課

指 定 文 化 財 につ いて 、更 に適 正 な 維
持 管 理 に努 める。井 野 長 割 遺 跡 の計
画 的 整 備 、保 存 に努 める。 文 化 財 の価 値 の説 明 も 十 分 に。

音 楽 ホー ル
老 朽 化 した 施 設 ・設 備 の順 次 修 繕 、
改 修 を行 う。

赤 字 公 演 は 、適 否 の検 討 とそ の広
報 を。

美 術 館 （提 出 な し）
積 極 的 に改 革 案 を検 討 して ほし
い。

水 道 部 給 水 課

（災 害 対 策 ）　長 時 間 停 電 にお いて
も 、電 源 二 系 統 化 な ど による安 定 配 水
に努 める。

断 水 が無 くな るように努 力 して ほし
い。

Ｈ２３年度随意契約金額上位10件

NO. 名称 金額（万円） 契約相手 随意契約理由

1 任意予防接種委託 32,683 医師会佐倉地区

2 個別予防接種委託 25,798 医師会佐倉地区

3
人事給与システム
導入 16,091

NECキャピタルソリュ
-ション

4 個別健診委託 13,929 医師会佐倉地区

5
一般ごみ収集委託
（Ａ地区） 12,516 （有）佐倉企業社

6
図書館情報提供シ
ステム更新 12,107 日立キャピタル

7
一般ごみ収集委託
（Ｂ地区） 11,277 （有）ふじい清掃

8
既存住民情報シス
テムデータ抽出等 10,006

大崎コンピュータエ
ンジニアリング

9
一般ごみ収集委託
（Ｃ地区） 9,744 （有）佐倉防疫

10
小児初期急病診療
業務 6,302 印旛郡市医師会

性質又は目的が
競争入札に適さ
ない

佐倉市と国基準との地域手当差（万円/年）　
支給率 地域手当 期末手当 勤勉手当 時間外手当 休日手当 合計

佐倉市（７％） 28,340 94,660 48,801 38,746 772 211,321
国（６％） 24,291 93,776 48,345 38,384 765 205,562

差額 4,049 884 456 362 7 5,759

  佐 倉 市 と 国 基 準 と の 差 額 （ 万 円 / 年 ）
住 居 手 当 通 勤 手 当 合 計

1 ,4 5 0 4 , 6 3 3 6 , 0 8 3

         佐 倉 市 職 員 Ｈ 2 3 年 度 退 職 金 一 覧
事 由 金 額 （ 万 円 / 人 ） 職 員 人 数

定 年 退 職 2 ,7 5 8 2 4
勧 奨 退 職 2 ,8 1 7 1 0
自 己 都 合 4 5 2 1 1
（ 注 ） H 2 2 年 度 定 年 退 職 平 均 は 、 2 8 0 7 万 円 。
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決
算
委
員
会
で
は
、
執

行
部
に
対
す
る
各
議
員
の

質
疑
の
時
間
は
答
弁
も
含

め
一
人
10
分
程
度
で
す
。

10
分
で
は
、
と
て
も
細
か

く
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
議
員
は
資

料
請
求
を
し
て
内
容
を
事

前
に
把
握
し
て
、
質
問
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
資
料
請
求
に

対
し
て
提
出
さ
れ
た
資
料

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

随
意
契
約
の

金
額
上
位
10
件

表
の
如
く
、
医
師
会
関

係
、
ゴ
ミ
収
集
委
託
、
シ

ス
テ
ム
関
係
の
高
額
契
約

が
並
ん
で
い
ま
す
。

地
域
手
当
に
よ
る
国

と
の
差
額
５
７
５
９
万
円

住
居
、
通
勤
手
当
の
国

と
の
差
額
６
０
８
３
万

円退
職
金
一
覧
（
定
年
退

職
２
７
５
８
万
円
）

佐
倉
市
職
員
の
給
与
関

係
資
料
で
す
。
国
基
準
よ

り
高
い
給
与
等
が
具
体
的

に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
職
員
数
は
約
千
名
）

各
部
・
課
等
の
事
務

執
行
の
課
題
一
覧

各
部
な
ど
に
対
し
て
、

事
務
執
行
の
課
題
を
求
め

ま
し
た
。

総
務
部
・
総
務
課
は
資

料
請
求
し
て
も
資
料
を
提

出
し
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、

○
副
市
長
招
へ
い
文
書

○
一
般
職
モ
デ
ル
給
料
表

○
職
員
事
故
一
覧

○
事
務
執
行
の
課
題
一
覧

な
ど
で
す
。
無
い
な
ら
資

料
を
作
る
べ
き
も
の
も
あ

り
ま
す
が
そ
れ
も
行
わ
ず
、

責
任
感
の
欠
如
を
感
じ
ま

す
。
特
に
職
員
の
事
故
に

つ
い
て
の
資
料
を
出
し
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
務

執
行
の
課
題
一
覧
も
出
し

て
い
ま
せ
ん
。
職
員
の
生

命
や
健
康
に
問
題
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
ら
の
課
題
を
出
し
て
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
そ

れ
ら
の
改
善
を
望
む
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

請
求
に
対
し
、
分
か
り

や
す
い
資
料
を
提
出
し
て

い
る
部
署
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
も
事
務
執
行
の
課
題

を
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
別
途
、
求
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

-２-

①

②

③

④

⑤

①

②③⑤ ④
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議
会
運
営
委
員
会
の

行
政
視
察
報
告

愛
媛
県
松
山
市
で
の

「
全
国
市
議
会
議
長
会
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
10
月
10

～
11
日
に
参
加
。

基
調
講
演
で
は
前
総
務

大
臣
・
片
山
善
博
氏
曰

く
「
自
治
体
の
最
重
要

課
題
は
教
育
に
あ
る
。
ま

ち
お
こ
し
と
ば
か
り
に
、

イ
ベ
ン
ト
に
税
金
を
つ
ぎ

込
む
の
で
な
く
、
教
育
に

こ
そ
財
源
を
重
点
配
分
す

べ
し
」
佐
倉
市
で
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
東
大
教
授
・
金

井
利
之
氏
が
「
議
員
は
代

弁
者
で
は
な
く
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
。
主
役
で
あ
る

市
民
を
参
考
人
と
し

て
議
会
に
呼
ん
だ
り

公
聴
会
を
開
く
な
ど

し
て
、
市
民
意
見
を

参
考
に
議
員
間
議
論

を
交
わ
し
議
決
す
べ
き
。

委
員
会
で
は
傍
聴
市
民
か

ら
も
意
見
を
聞
く
時
間
を

つ
く
る
べ
き
」
と
発
言
。

佐
倉
市
議
会
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

二
日
目
は
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
各
地
の
議
長

討
議
「
災
害
時
の
議
会
の

危
機
管
理
」
が
あ
り
ま
し

た
。

わ

だ

け
い
こ
（
佐
倉
市
議
会
議
員
）

和
田
恵
子

Ｈ
24
年
月
９
月
６
日

℡

０
４
３
・
４
８
６
・
９
３
９
８

メ
‐
ル

w
ad

a
k
ei

k
o
s
a
k
u
r
a

@g
m
a
i
l

.c
o
m

h
t
tp

:
/
/k

e
i
k
o
w
a
d
a

.e
x
b
l
o
g

.j
p
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こ
の
三
月
に
国
家
公
務
員

の
退
職
金
減
額
の
見
解
が
人

事
院
よ
り
出
さ
れ
た
。

人
事
院
調
査
で
は
、
職
域

加
算
を
含
め
た
国
家
公
務

員
の
平
均
退
職
金
は
約
２

９
５
０
万
円
に
な
り
、
民

間
企
業
（
５
０
人
以
上
）

の
約
２
５
４
７
万
円
に
比

べ
４
０
３
万
円
高
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
政
府
は
同
退

職
金
の
支
給
水
準
に
つ
い

て
、
平
均
14
・
9
％
引
き

下
げ
る
方
針
を
８
月
に
閣

議
決
定
し
た
。
来
年
１
月

か
ら
引
下
げ
予
定
で
、
国

家
公
務
員
退
職
手
当
法
改

正
案
の
早
期
国
会
提
出
を

目
指
す
。
一
方
、
総
務
省

は
各
自
治
体
に
対
し
、
地
方

公
務
員
の
退
職
金
も
国
家
公

務
員
の
制
度
改
正
に
準
じ
引

き
下
げ
る
よ
う
通
知
し
た
。

（
質
問
）
佐
倉
市
で
は
こ
の

通
知
を
受
け
取
っ
た
か
？

（
市
長
他
答
弁
）
8
月
7
日

付
総
務
副
大
臣
通
知
は
、
8

月
8
日
に
受
領
し
て
い
る
。

こ
の
通
知
は
、
技
術
的
助
言

で
あ
り
、
強
制
力
は
な
い
。

同
法
が
成
立
し
た
際
に
は
、

必
要
な
措
置
が
市
町
村
総
合

事
務
組
合
で
審
議
さ
れ
る
。

当
市
職
員
の
退
職
手
当
額
の

適
否
に
つ
い
て
は
総
合
事
務

組
合
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
。

（
質
問
）
佐
倉
市
の
職
域
加

算
を
含
め
た
定
年
退
職
手
当

は
約
３
３
０
０
万
円
と
推
計

さ
れ
、
民
間
平
均
と
の
差
は

約
７
５
０
万
円
と
な
る
が
？

（
総
務
部
長
答
弁
）
根
拠
の

な
い
数
字
で
、
民
間
と
の
比

較
の
質
問
に
答
え
る
必
要
は

な
い
。

（
和
田
意
見
）
退
職
金
は
、

市
民
の
納
め
た
税
金
で
支
払

わ
れ
て
い
る
。
透
明
に
オ
ー

プ
ン
に
す
べ
き
だ
。

平
成
20
年
度
よ
り
、
特
定
検
診

が
始
ま
っ
た
。
無
料
の
市
も
あ
る

中
で
佐
倉
市
の
個
別
検
診
費
用
の

市
民
負
担
が
３
千
円
と
異
常
に
高

か
っ
た
。
疑
問
に
思
っ
た
市
民
の

相
談
を
受
け
以
前
に
も
議
会
で
質

問
し
た
が
、
今
も
っ
て
職
員
か
ら

誠
意
あ
る
回
答
が
無
い
。

（
質
問
）
糖
尿
病
の
有
無
を
調

べ
る
の
に
、
空
腹
時
血
糖
値
検

査
と
朝
食
を
摂
っ
た
場
合
の
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ
が
あ
る
。

検
査
は
一
方
の
み
だ
が
、
両
方

の
検
査
費
用
を
支
払
う
契
約
と

し
た
理
由
は
？

（
答
弁
）
佐
倉
市
国
保
と
佐
倉

市
医
師
会
が
、
両
方
実
施
と
し

て
積
算
す
る
と
の
協
議
を
し
た
。

（
質
問
）
厚
労
省
の
「
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
集
」
に
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ
１
Ｃ
は
受
診
者
に
不
便
を
か
け

な
い
た
め
に
測
定
す
る
も
の
で
、

全
員
実
施
の
高
い
契
約
単
価
と
す

べ
き
で
な
い
と
書
か
れ
て
あ
る
が
？

（
答
弁
）
Ｑ
＆
Ａ
集
は
技
術
的
助

言
で
あ
り
、
拘
束
さ
れ
な
い
。

（
質
問
）
個
別
検
診
分
で
は
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
Ａ
1
Ｃ
の
検
査
費
用
３

３
９
万
円
、
集
団
検
診
で
は
５
３

８
３
人
分
の
検
査
費
用
１
０
２
３

万
円
、
合
わ
せ
て
１
３
６
０
万
円

の
無
用
な
負
担
を
市
民
に
さ
せ

た
こ
と
に
な
る
。
厚
労
省
の

「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た

手
引
き
」
平
成
19
に
は
「
委
託

契
約
に
お
い
て
全
て
の
検
査
項

目
の
実
施
に
基
づ
く
委
託
金
額

で
設
定
し
、
未
実
施
項
目
が
あ

る
場
合
は
債
務
不
履
行
と
な
る
」

と
あ
る
。
医
師
会
に
対
し
未
実

施
の
検
査
費
用
の
返
還
は
求
め

た
か
？

（
答
弁
）
そ
の
よ
う
な
文
章
は
知

ら
な
い
。
返
還
も
求
め
て
な
い
。

（
和
田
意
見
）
市
民
へ
の
人
間
ド
ッ

ク
の
助
成
は
低
額
な
一
方
、
杜
撰

な
契
約
で
税
金
の
無
駄
遣
い
を
し

て
い
る
。
未
実
施
の
検
査
費
用
ま

で
市
民
に
負
担
さ
せ
受
益
者
負
担

と
は
、
市
民
を
欺
く
こ
と
に
な
る
。

国保会計に不要な負担

佐倉市職員の退職金も、民間と比べよ

3
月
、
4
月
と
連
続
し

て
職
員
の
方
が
亡
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
次
の
様
な
精

神
的
疾
患
で
の
休
職
も
あ
る
。

Ｈ
19
年
休
職
者
11
人
（
内

精
神
疾
患
6
人
）
、
Ｈ
20

年
10
人
（
同
6
人
）
、
Ｈ

21
年
14
人
（
同
8
人
）
、

Ｈ
22
年
11
人
（
同
7
人
）
、

Ｈ
23
年
11
人
（
同
7
人
）
。

職
員
に
対
し
、
私
た
ち
市

民
は
私
た
ち
全
体
の
為
に
持

て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
て

市
政
運
営
に
寄
与
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

や
む
を
得
ず
力
を
発
揮
で
き

な
い
職
員
の
方
々
が
発
生
す

る
の
は
市
民
に
と
っ
て
も
大

変
不
利
益
な
こ
と
で
あ
る
。

（
質
問
）
そ
の
よ
う
な
職
員

の
発
生
に
つ
い
て
は
よ
く
個

人
の
資
質
に
す
り
替
え
ら
れ

て
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

職
場
に
問
題
は
な
い
の
か
？

（
市
長
答
弁
）
精
神
疾
患
が

生
じ
る
よ
う
な
職
場
環
境
は

組
織
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
要
因
。

外
部
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
精
神

科
医
等
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
相
談
も
実
施
し
、
精
神

疾
患
予
防
に
努
め
て
い
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
職
場
の
配

置
が
え
等
で
改
善
を
図
っ
て

い
る
。

（
総
務
部
長
答
弁
）
過
重
な

労
働
、
仕
事
と
職
場
の
人
間

関
係
の
み
が
原
因
で
精
神
疾

患
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
。

議
会
開
会
中
は
時
間
外
勤
務

が
増
加
す
る
中
、
特
定
の
会

派
（
注
・
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
の
こ
と
か
？
）
か
ら
要
望

さ
れ
る
大
量
の
資
料
作
成
に

悩
ん
で
い
る
と
の
声
も
聞
い

て
い
る
。
真
に
職
員
の
健
康

を
ご
心
配
い
た
だ
く
の
で
あ

れ
ば
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

（
上
ノ
山
意
見
）

社
会
で
は
労
災
認
定
の
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
な
い
と
断
言
す

る
の
は
無
謀
だ
。

私
達
が
予
算
決
算
に
際
し

て
追
加
資
料
を
求
め
る
の
は
、

執
行
部
か
ら
の
資
料
は
ご
く

基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
市

政
の
真
実
を
知
る
に
は
さ
ら

に
幅
広
く
深
い
資
料
が
必
要

だ
か
ら
で
あ
る
。
本
来
は
、

請
求
さ
れ
る
前
に
日
頃
か
ら

準
備
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
議
会

活
動
に
制
限
を
か
け
る
よ
う

な
発
言
は
と
ん
で
も
な
い
行

為
で
、
明
ら
か
な
越
権
行
為

で
あ
り
、
看
過
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。
猛
省
を
促
す
。

か
み
の
や
ま
ひ
ろ
お
（
佐
倉
市
議
会
議
員
）

上
ノ
山
博
夫

℡
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０
・
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４
０
９
・
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３
８
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Ｈ
24
年
月
９
月
３
日

鎌
田
前
副
市
長
の
突
然
の

退

任

に

つ

い

て

市

長

は

「
ご
本
人
の
一
身
上
の
都

合
で
あ
る
」
と
主
張
し
続

け
て
い
る
。
「
清
潔
で
透

明
性
の
高
い
姿
勢
」
を
市

民
に
言
っ
て
い
る
蕨
市
長

に
真
実
は
何
か
を
聞
い
た
。

何
人
か
の
市
民
の
方
が

ご
本
人
か
ら
「
辞
め
さ
せ

ら
れ
た
」
と
い
う
事
を
聞

い
て
い
る
。
市
長
は
私
の

質
問
に
「
第
三
者
か
ら
の

又
聞
き
を
公
の
議
会
で
議

論
す
る
事
は
い
か
が
な
も

の
か
」
と
言
っ
た
。
で
は

言
お
う
。
又
聞
き
で
は
な

い
。
私
も
ご
本
人
か
ら
直

接
聞
い
て
い
る
。
自
主
的

に
提
出
さ
れ
た
事
に
な
っ

て
い
る
辞
表
も
無
理
や
り

書
か
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

な
ぜ
辞
め
さ
せ
た
の
か
？

市
民
に
知
ら
れ
た
く
な
い

理
由
で
も
あ
る
の
か
？

佐
倉
市
は
佐
倉
市
民
の

も
の
で
あ
る
事
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。
市
長
の
恣

意
的
独
断
は
許
さ
れ
な
い
。

副
市
長
退
任
の
真
実
は
ど
こ
に
あ
る
？

職
員
の
力
が
十
分
発
揮
で
き
る

職
場
環
境
と
な
っ
て
い
る
か
？

市
職
員
退
職
金
引
き
下
げ
へ
の
取
組

特
定
健
診
で
は
未
実
施
分
も
市
民
に
費
用
負
担



会派 人数 各会派所属議員

さくら会 13
為田　橋岡　井原　石渡　松原
川名部　桜井　山口（議長）
清宮　押尾　中村　桐生　望月

公明党 5 久野　小須田　柏木　岡村
森野

佐倉市民ネッ
トワーク 3 大野　伊藤　五十嵐

佐倉市民
オンブズマン 2 和田　上ノ山

みんなの党 2 岩井　村田

無会派 3 ①民主党高木　②共産党萩原
③新社会党冨塚

８月議会　賛否一覧表
賛成○　賛成少数△ 反対×　欠席－

主　な　議　案
Ｈ２３年度一般会計決算認定

市立学童保育所の保育料値上げ
議会傍聴の環境整備の陳情

公立学童保育の保育料値上げに反対する陳情
原子力発電所の稼働をさせない意見書

全
体

さ
く
ら
会

公
明
党

②
共
産
党

○ × ○ ○ ○ ○ × × ×
○ × ○ ○ ○ ○ × × ×
△ ○ × × × × ○ ○ ○
△ ○ × × × × ○ ○ ○
△ ○ × × × × ○ ○ ○

③
新
社
会
党

①
民
主
党

佐
倉
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

み
ん
な
の
党

市
民
ネ
ッ

ト
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市
医
師
会
は
ご
存
じ
で
す
か
？

佐
倉
市
の
健
康
診
断
業
務
は
、
佐
倉

市
医
師
会
に
、
随
意
契
約
で
発
注
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
不
適
正
な
発
注
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
議
会
で
市
に
質
問
し
ま
し
た

が
、
適
切
な
回
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

医
師
会
は
、
こ
の
事
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
血
糖
値

の
空
腹
時
血
糖
値
と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
Ｃ
の
検
査
で
す
。
Ｈ
20
年
度
、
個
別

健
診
３
３
９
万
円
、
集
団
検
診
１
０
２
３
万
円
、

合
計
１
３
６
０
万
円
が
国
の
標
準
的
手
法
よ
り

高
か
っ
た
の
で
す
。
当
初
か
ら
出
来
高
払
い
が

当
然
と
思
い
ま
す
。
（
３
頁
参
照
）

今
議
会
の
議
案
か
ら

①
Ｈ
23
年
度
決
算
認
定

一
般
会
計
は
歳
入
438
億
4

千
万
円
、
歳
出
411
億
4
千
万

円
。
実
質
収
支
額
は
約
24
億
円

の
黒
字
と
な
っ
た
。
市
税
収
入

は
237
億
7
千
万
円
、
前
年
比

1.5
％
3
億
6
千
万
円
の
減
。

主
な
歳
出
は
民
生
費
148
億
円

（
子
ど
も
手
当
、
生
活
保
護
費

等
給
付
費
に
よ
り
前
年
比
7
％

増
）
、
教
育
費
47
億
5
千
万

円
（
志
津
公
民
館
整
備
事
業
着

手
、
学
校
耐
震
化
推
進
等
で
前

年
比
0.3
％
増
）
。

職
員
給
与
の
地
域
手
当
が
国

基
準
よ
り
い
ま
だ
に
１
％
高
い
、

八
ッ
場
ダ
ム
へ
の
無
駄
な
支
出
、

一
社
入
札
が
多
く
適
正
な
競
争

入
札
と
な
っ
て
い
な
い
な
ど
の

点
か
ら
一
般
会
計
認
定
に

反
対
し
た
。

市
民
の
血
税
で
あ
る

税
金
が
市
民
の
為
に
適
正

に
使
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を

判
断
を
す
る
の
が
決
算
認

定
で
あ
り
、
次
年
度
の
予

算
編
成
に
も
大
き
く
影
響

す
る
重
要
な
議
案
。

歳
出
中
、
民
生
費
が
扶

助
費
の
増
加
等
で
約
44
％

を
占
め
て
い
る
が
こ
れ
は

「
少
子
高
齢
化
」
「
雇
用

情
勢
悪
化
」
等
「
命
」
に
直
結

す
る
支
出
。
来
年
度
予
算
編
成

に
お
い
て
も
不
要
不
急
の
支
出

を
抑
え
、
「
命
」
最
優
先
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
「
市
立
学
童
保
育
所
の

保
育
料
値
上
げ
」

公
立
保
育
料
の
値
上
げ
で
、

公
立
と
民
間
の
保
育
料
の
差
を

無
く
そ
う
と
す
る
も
の
。
子
育

て
支
援
は
佐
倉
市
の
将
来
に
係

わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
保

護
者
や
市
民
の
幅
広
い
意
見
聴

取
が
必
要
。
行
政
の
責
任
転
嫁

の
制
度
改
悪
に
は
反
対
し
た
。

③
「
原
発
の
稼
働
を
さ
せ
な
い

こ
と
を
求
め
る
」
意
見
書
（
市

民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
提
出
）

原
発
事
故
の
真
相
は
未

解
明
な
部
分
も
多
く
事
故

は
収
束
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。
事
故
発
生
時
の

甚
大
な
被
害
、
使
用
済
み

核
燃
料
の
処
理
、
発
電
コ

ス
ト
等
の
問
題
か
ら
、
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

原
子
力
発
電
所
の
稼
働
を

さ
せ
な
い
こ
と
を
求
め
た

が
否
決
と
な
っ
た
。

８
月
定
例
会
概
要

市
長
提
出
議
案
は
平
成
23
年
度
各
会
計
決
算
認
定
、
平
成
24
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
増
額
は
本
庁
舎
保
全
事
業
、
定
期
予
防
接
種
、
小
学
校

施
設
改
築
・
改
造
事
業
等
）
、
精
神
障
害
者
入
院
医
療
費
助
成
条
例
一
部

改
正
、
市
立
学
童
保
育
所
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
な

ど
26
議
案
。
陳
情
4
件
（
採
択
1
件
）
。
議
員
提
出
議
案
は
8
件
（
可

決
3
件
）
で
、
「
原
発
の
稼
働
を
さ
せ
な
い
意
見
書
」
は
否
決
さ
れ
た
。

トピックス

4
月
23
日
、
下
志
津
小
学

校
保
護
者
会
総
会
後
、
市
長
、

教
育
長
、
市
職
員
が
来
校
し
、

校
舎
耐
震
対
策
に
つ
い
て

①
『
耐
震
補
強
』
又
は

②
『
校
舎
を
新
築
』

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
8
月
に
は

③
『
南
志
津
小
学
校
と
の
学

校
統
合
』
が
突
然
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

下
志
津
小
は

教
育
、
防
災
活

動
、
自
治
会
活

動
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
各

拠
点
で
す
。
子

供
達
も
、
１
丁
目
か
ら
７
丁

目
ま
で
通
う
の
は
大
変
で
、

大
人
で
も
40
分
か
か
り
ま
す
。

下
志
津
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
南
志
津
小
に
統
合

で
も
よ
い
人
は
ご
く
わ
ず
か

で
し
た
。

本
年
度
の
下
志
津
小
の
児

童
２
８
０
人
、
南
志
津
小
の

児
童
は
３
３
５
人
。
統
合
す

る
と
「
１
学
年
、
３
ク
ラ
ス

に
な
り
、
ベ
テ
ラ
ン
、
新
人
、

中
堅
の
先
生
、
と
理
想
的
な

学
校
運
営
が
出
来
ま
す
」

「
保
護
者
の
負
担
も
減
り
ま

す
」
と
市
は
、
統
合
の
メ
リ
ッ

ト
を
並
べ
ま
す
。

保
護
者
以
外
に
も
説
明
会

を
開
く
よ
う
に
要
望
し
て
や
っ

と
、
10
月
10
日
以
降
に
開
か

れ
ま
し
た
が
、
参
加
し
に
く

い
人
々
も
沢
山
い
ま
し
た
。

説
明
会
等
に
参
加
し
て
、

「
統
合
に
反
対
！
」
と
い
く

ら
訴
え
て
も
、
「
意
見
と
し

て
お
聞
き
し
ま
す
」
と
い
う

返
事
ば
か
り
で
し
た
。

そ
の
後
10
月
17
日
、
下
志

津
小
・
南
志
津
小
校
区
の
自

治
会
役
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
等
、

関
係
者
と
市
長
が
話
し
合
い

ま
し
た
。
経
緯
は
、
市
長
が

経
費
節
減
を
指
示
し
た
か
ら
、

統
合
案
を
出
し
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
市
職
員
は
こ
れ
ま
で
、

経
費
節
減
で
は
な
く
、
『
児

童
の
た
め
に
』
と
の
一
貫
し

た
態
度
で
し
た
。

市
長
は
、
「
自
分
が
経
費

節
減
を
指
示
し
た
か
ら
、
統

合
案
を
止
め
る
わ
け
に
は
い

か
ず
、
統
合
の
説
明
を
さ
せ

た
」
と
の
こ
と
で
す
。

結
局
、
市
民
の
意
見
を
聞

き
入
れ
「
統
合
は
し
ま
せ
ん
」

と
市
長
が
約
束
し
ま
し
た
。

今
後
、
学
校
統
合
の
話
が

ど
こ
か
で
出
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
市
長
も
市
職
員
も
考

え
を
す
り
替
え
ず
、
市
民
に

伝
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
件
の
問
い
合
わ
せ
は
、

奈
良
扶
規
子
（
４
８
９
・

８
１
４
２
）
へ
ど
う
ぞ
。

今
議
会
は
決
算
議
会

Ｈ
23
年
度
の
決
算
を
認
定
す

る
も
の
で
あ
り
、
議
員
も
準
備

に
努
力
し
ま
す
。
決
算
金
額
は
、

合
計
で
７
７
０
億
円
に
も
な
り
、

決
算
書
だ
け
で
も
５
０
０
頁
を

超
え
ま
す
。
決
算
書
が
分
か
り

易
く
で
き
て
い
れ
ば
補
足
説
明

資
料
も
あ
ま
り
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
地
名
や
固
有
施

設
名
が
入
っ
て
い
な
い
な
ど
、

具
体
性
に
欠
け
ま
す
。
ど
ん
な

切
り
口
で
補
足
説
明
資
料
の
請

求
を
す
る
か
が
重
要
で
す
。

一
般
に
行
政
は
、
人
事
部
門

（
佐
倉
市
で
は
総
務
部
）
や
予

算
部
門
（
財
政
課
）
が
力
を
持
っ

て
、
ゆ
が
む
と
指
摘
さ
れ
ま
す

の
で
議
会
に
よ
る
監
視
が
必
要

で
す
（
２
頁
参
照
）
。

「
決
算
書
・
予
算
書
」

Ｈ
Ｐ
で
全
面
公
開
に
な
る

市
は
最
近
、
決
算
書
、
予
算

書
を
Ｈ
Ｐ
で
全
面
公
開
し
て
い

る
の
を
御
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

何
年
も
前
か
ら
の
要
望
で
す
。

議
会
か
ら
の
要
望
実
現
に
は
長

時
間
を
要
し
ま
す
が
、
根
気
よ

く
訴
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

販
売
も
し
て
お
り
、
最
近
の

決
算
書
が
９
０
０
円
、
予
算
書

が
１
４
０
０
円
で
す
。
入
札
結

果
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
十

数
年
前
に
は
予
算
書
は
八
千
円

も
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
印
刷

単
価
の
低
下
と
入
札
が
随
意
契

約
か
ら
一
般
競
争
入
札
に
変
わ
っ

た
か
ら
で
す
。
長
い
時
間
で
見

る
と
本
質
が
見
え
て
き
ま
す
。

「
空
間
放
射
線
測
定
器
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
」
下
記
に
電
話
を
ど
う
ぞ
。

下志津小学校

下
志
津
小
の
南
志
津
小
へ
の

学
校
統
合
案
を
市
は
撤
回

下
志
津
小
学
校
で
は
、
校
舎
の
耐
震
対
策
を
契
機
に
、
市
か

ら
学
校
統
合
の
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
地
域
全

体
か
ら
反
対
意
見
が
出
て
、
市
は
統
合
案
を
撤
回
し
ま
し
た
。


